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6月17日　本会議（招集日）
6月27日　本会議（代表質問・一般質問）
6月28日　本会議（一般質問）
7月  1日　本会議（一般質問・議案審査）
7月11日　本会議（最終日） 京丹後市議会
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0772-69-0010
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令和6年8月発行 議会だより京丹後の表紙写真
（発行時期にあった写真）を募集します。
お問い合わせは議会事務局へ

Schedule  Photo
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京丹後市議会だより
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◆当初予算

グラフで見る　一般会計予算

令和6年度京丹後市一般会計令和6年度京丹後市一般会計
骨格予算だが、過去最大435億7000万円

3　月
定例会

■令和５年度と比べ62億1000万円、16.6％の増額、過去最大規模予算
　 庁舎整備事業費52億6000万円、給食センター建設費14億6000万円が主な増額要因

■歳出全体の厳しい見直しで99項目約3億3000万円の廃止・抑制
　 廃止、26項目8854万円。抑制、73項目2億4124万円

■物価高騰対策　6億4000万円
　 定額減税調整給付金給付4億6894万円、
　低所得者世帯等臨時特別給付金給付1億6774万円

■基金残高減少　63億4113万円（令和6年度末残高見込）
　 令和4年度当初見込み66億6000万円、令和5年度当初見込み64億円より減少

■市債残高増大　403億8065万円（令和6年度末残高見込）
　 令和4年度末353億8000万円、令和5年度末見込み358億7000万円より相当額の増大

　令和 6 年度京丹後市一般会計予算は、4 月の市長選挙を控えての骨格予算だが、庁舎整備事業費と給食センター
建設費が盛り込まれたことから、435 億 7000 万円という過去最大の額となった。2 つの建設費部分を除いても
人件費の上昇と諸物価高騰の影響で過去の骨格予算よりも多額となっている。一方で、歳出全体の厳しい見直し
の結果、廃止・抑制が 99 項目で約 3 億 3000 万円となった。予算決算常任委員会で３つの分科会に付託し事業
ごとに審査を行なった。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
特
徴

人件費人件費
70億905670億 9056
(16.3%)(16.3%)

公債費公債費
44億706644億 7066
(10.2%)(10.2%)

義務的経費義務的経費
(37.2%)(37.2%)

投資的経費投資的経費
(21.3%)(21.3%)

その他経費その他経費
(41.5%)(41.5%)

扶助費扶助費
46億768946億 7689
(10.7%)(10.7%)

普通建設普通建設
事業費事業費

92億966592億 9665
(21.3%)(21.3%)

その他その他
30億646730億 6467
(7.1%)(7.1%)

繰出金繰出金
26億915826億 9158
(6.2%)(6.2%)

補助費等補助費等
53億493253億 4932
(12.3%)(12.3%)

物件費物件費
69億296769億 2967
(15.9%)(15.9%)

歳　出歳　出
435億7000435億7000

【 歳　出 】【 歳　入 】

（単位：万円）
歳入歳出の構成（一般会計予算）

市税市税
49億292849億 2928
(11.3%)(11.3%)

繰入金繰入金
35億690035億 6900
(8.2%)(8.2%)

使用料及び手数料使用料及び手数料
5億7611(1.3%)5億 7611(1.3%)

寄附金寄附金
17億（3.9%）17億（3.9%）

分担金及び負担金分担金及び負担金
1億8852（0.5%）1億8852（0.5%）

その他その他
20億133820億 1338
(4.5%)(4.5%)

府支出金府支出金
24億884124億 8841
(5.7%)(5.7%)

市債市債
88億706088億 7060
(20.4%)(20.4%)

国庫支出金国庫支出金
38億352538億 3525
(8.8%)(8.8%)

依存財源依存財源
(73.2%)(73.2%)

自主財源自主財源
(26.8%)(26.8%)地方交付税地方交付税

147億147億
(33.8%)(33.8%)

その他その他
6億9945(1.6%)6億 9945(1.6%)

歳　入歳　入
435億7000435億7000
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◆令和 6 年度予算　分科会審査

主な論点と課題
消防団員報酬

最終処分場整備事業ふるさと応援寄附金推進事業

団員確保のための負担軽減や処遇改善は。問

計画を見直すとのことだが、経費はどのくら
いになるのか、そして、見直しの考え方は。

問

人口減少で消防力不足の地区があるが、見解は。問

造成予定地で地質の状態が解らなかったのか。問

負担軽減は特に操法や式典での意見を聞き、軽
減を図っていく方向。処遇改善については報酬
の一律アップのほか出動報酬の回数制限撤廃を
するなど、確保に向けた取り組みをしていく。

答

80 億円の予算の中、発注段階で100 億円を
超える想定となった。地形に対応した配置計画
や土を取らないレイアウトでの見直しを図る。
あくまでも80億円をターゲットに検討していく。

答

地区により昼間の消防力のないところもあ
る。部や団の再編、合併も視野に入れ地区の
理解も含め検討していく。

答

地質調査の中、区域内でのサンプルは取れて
いる。発注後、市道工事の現場で調査結果と
の差異が判明したため、今の段階で考慮した。

答

最終処分場の現状

分科会の主な意見

最終処分場整備事業
◎人件費、資材などの高騰により、当初計画から大幅に事業費が膨らんだ。計画見直しの中、事業完了の　
　ずれ込みによる影響が出ないよう、残余容量の改善のため軽微変更し令和 6年度予算に盛り込めたのは
　評価したい。これを機にごみ減量の加速化、市民の行動変容を実現するための一体的な取り組みも検討
　する必要がある。事前調査が本当に十分であったのかという疑問もわくが、今後の大型建設事業が控え　
　る中、市民生活に影響が出ないようしっかりとした、そしてまた、慎重な計画を進めていく必要がある。

消防団員報酬
�◎議会から指摘を受けた消防団員の報酬における訓練回数の上限撤廃が令和 6年度予算に反映されたこと
　は評価できる。一方、団員の処遇改善も大事ではあるが、本質的な組織の在り方がぶれないよう理解と
　協力を得るための工夫も必要であると考える。

ふるさと応援寄附金推進事業
◎この事業は本市の自主財源確保に大きく寄与していることは評価できる。対外的には本市の PR にもつ
　ながり、市内においては地元事業者の返礼品などによる地域経済や雇用にも大きく貢献している。今後　　
　はリピーター化を図り安定した寄附獲得となるよう、さらなる事業展開に期待する。

総務分科会総務分科会

ふるさと納税の拡大、そして今後の課題は。問

企業版ふるさと納税推進の取り組みは。問

今年度 18 億円弱まで寄附金額を伸ばせた。
さらに伸ばすには返礼品の在庫確保に課題が
あり、加工品などの拡充事業の推進、また商
工や農林との連携を図ることが重要である。

答

企業の決算期に向けた営業で、ここ1、2年で
成果を上げている。理事者のトップセールスの
ほか商工とも連携して取り組んでいく。

答
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主な論点と課題
◆令和 6 年度予算　分科会審査

小中学校修学旅行引率補助金の削減について

教職員の修学旅行引率の経費（入場料など）
を削減した背景は。問
市全体の財政状況を考えたとき、児童生徒に
影響の少ない部分をやむを得ず削減する判断
をした。経費について文科省は府教委負担と
の見解だが、一方で府は条例により支出でき
ないので、その分を市町村に求めてきており
見解が違っている。

答

こども部創設について

4月から健康推進課の母子保健係がこども部
に移行するが運営上の支障はないか。問
特にデメリットはないと考えている。子ども未
来課がこども部に移行し、教育委員会から離れ
るため、小学校、中学校との連携について懸
念は少し残るが、指導主事の先生の兼務や、
連携会議も続けていくことで、クリアできるの
ではないかと考える。

答

図書館管理運営事業

弥栄、大宮図書室の今後について状況は。問
利用者にアンケートをとり、弥栄・大宮の今後
の在り方を含めて意見を聞いたが、まだ結論
には至っていない。今後も引き続き、地域の
方などにも丁寧に意見を聞きながら決めていき
たい。

答

子ども・子育てに関するワンストップ窓口「こども部」

分科会の主な意見

敬老祝い事業
�◎はたちを祝う式典も予算削減となっている現状の中で、敬老祝い事業も内容や単価などを見直す必要が
　あったと感じる。事業目的に即した内容か、また世代間の公平性や事業効果など常に見直していく必要
　がある。
◎今まで社会貢献してきた高齢者へ何らかの感謝の気持ちを表すということは必要だ。
◎敬老を祝うという本来の趣旨に立ち返り、対象年齢の引き上げなど見直す時期にきているのではないか。

地域学校協働本部事業
�◎新たに探究コーディネーターが配置された。これまで教員が担っていた探究学習での地域や企業との連
　携を進める担当ができ、教員の働き方改革や、より深い探究学習が行えると期待する。またこれまでなかっ
　た高校との連携も行っていく予定であり、生徒にとっても、小学から高校まで通して段階的計画的に探
　究学習に取り組めることを評価する。

小学校・中学校丹後学等教育活動実践事業
�◎修学旅行引率補助金について、歳出抑制としてカットされたが、業務で必要となる費用について、教員
　に実費負担を求めることに違和感を感じる。民間企業であれば、業務に関わる支出は会社が負担するこ
　とが一般的であり、必要な予算だと考える。

文教厚生分科会文教厚生分科会

京丹後市小中学校修学旅行引率補助金について
　この補助金は、京都府旅費条例によって支給されない経費（入場料など）について、京丹後市立小中学校修学旅行引率補助金
交付要綱により支払うものである。令和６年度予算では、この経費を削減する予算が提案され、公務である修学旅行の引率の経費
について教職員の自己負担となるものである。よって次の点を指摘する。
　　１　経費について引率教職員の自己負担とならないようにすること。
　　２　経費負担の責務はどこにあるのかを明らかにすること。　　　　以上、意見とする

予算決算常任員会としての附帯意見 議案第29号　令和６年度京丹後市一般会計予算
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◆令和 6 年度予算　分科会審査

空家対策事業

自然あふれるビジネスモデル推進事業地域経済循環促進事業

相続放棄すれば行政が取り壊すとなるとキリ
がないと思うが考えは。問

施設の利用状況とコンソーシアムの状況は。問デジタルポイントの決済手数料方式への変更
点とは。

問

管理不全空家の制度が変わったが、令和 6
年度の予算には盛り込まれているのか。問

サテライトオフィス 12 件、企業誘致 3 件の目標
達成見込みは。問

300 店舗が目標だが、現在 140 店舗と少
ない。1.96％で推進していけるのか。問

市としても状況を把握しながら危険なものは
対応せざるを得ない。答

令和 5年 4 月から 12 月末で 589 名、プロ
グラムの状況は令和 5 年 3 月末で 56 社、
134 人が来訪している。

答月額 1,000 円の会費とポイント発行負担 1.2
円を無くし、1.96％の決済手数料方式とした。答

法律が大きく変わったが、予算上は関係ない。
空家管理計画の見直しが必要だ。答

サテライト１件、１人移住しており、設置検
討が３社ある。達成は可能と認識している。答他社と比べ、安い設定が魅力。時間はかかる

と思うが推進していく。答

かぶと山虹の家

分科会の主な意見
�空家対策事業
◎令和 6年以降も略式代執行が予定され、廃屋化予備軍 201 件への対応が課題だ。所有者への働きかけと、
　市長公室の空家活用取組との連携による情報共有と早期対策が重要。
◎空家対策の法改正により、管理不全空家は税制優遇措置を受けられないなど、所有者にとってデメリッ
　トが生じる。所有者への通知と制度の周知徹底、理解促進と実行支援に重点を置いた取り組みが必要だ。

地域経済循環促進事業
◎他地域資本の小売チェーン店を加盟店に加え、利便性が向上したが、地域経済循環促進という当初の目
　的との兼ね合い、特に地元商店街の活性化への影響が懸念される。
◎加盟店舗数を増やすだけでなく、公共料金、公共施設使用料、タクシー・バスなど、利用シーンを拡大
　することが重要だ。

自然あふれるビジネスモデル推進事業
◎かぶと山虹の家の利用も拡大、プログラムへの参加も増加したとの説明だが、目標の企業誘致やサテラ
　イトオフィスの拡大へつながるようさらなる努力が必要だ。
◎コンソーシアムを組みワーケーションや企業向け研修プログラムの企画運営だが、自立に向けて課題が
　山積している。予算に対して成果が見合っていないと感じる。企業はリピーターとなり好評との説明だが、
　参加企業をこの後 2年間で実績が出せるよう求めたい。

主な論点と課題 産業建設分科会産業建設分科会
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主
な
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論

チ
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。

●
合
併
特
例
債
の
な
く
な
る

令
和
７
年
度
以
降
に
最
終

処
分
場
80
億
円
、都
市
拠
点
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億
円
、網
野
交
流
セ
ン
タ
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に
７
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以
上
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の
先
に
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ン
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浜
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大
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後
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し
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検
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だ
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２
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が
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要
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事

者
の
予
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査
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欠
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て
い
る
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●
大
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関
西
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事
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、こ
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事
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機
に
京
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北
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の
観
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の
ハ
ブ
に
な
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い
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が
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市
か
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網
が
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な
い
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は
無
理
だ
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●
デ
ジ
タ
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イ
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店
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軽
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施
設
へ
の
リ
ン
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タ

ル
の
最
新
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能
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が
必
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●
地
区
要
望
の
１
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へ
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限
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は
よ
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が
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額
の
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対
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が
増
え
な
い
と

◆意見交換・討論

令和 6 年度 一般会計当初予算における
意見交換ならびに主な討論

●
骨
格
型
予
算
だ
が
、
４
３
５

億
円
を
超
す
超
大
型
予
算
。

増
築
棟
や
給
食
セ
ン
タ
ー
が

計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
が
、

そ
の
分
を
差
し
引
い
て
も
従

来
の
骨
格
予
算
よ
り
群
を
抜

い
て
大
き
い
。

●
都
市
拠
点
構
想
、心
躍
る

事
業
だ
が
地
権
者
問
題
で
進

み
そ
う
に
な
い
。市
長
が
先
頭

に
立
っ
て
事
に
当
た
ら
な
け

れ
ば
今
の
ま
ま
で
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「
絵
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描
い
た
餅
」
に
な
る
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●
こ
の
予
算
に
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「
ま
ち
づ

く
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」
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視
点
が
感
じ
ら
れ

な
い
。都
市
拠
点
整
備
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
視
点
を
置

い
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。

●
商
工
振
興
の
分
野
で
、自
然

あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

事
業
、新
シ
ル
ク
産
業
創
造

事
業
、食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
事

業
、デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
令
和
６
年
度
が
正
念
場
で

あ
る
。

●
新
規
事
業
で
あ
る
農
業
分

野
の
有
機
農
業
拡
大
推
進
事

業
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。

本
市
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
広

く
生
息
し
始
め
た
。そ
う
い
う

地
域
を
中
心
に
京
丹
後
独
自

ブ
ラ
ン
ド
米
を
作
る
絶
好
の

事
業
が
拡
大
し
な
い
。

網野銚子山古墳

増築棟イメージ図

全
体
・
個
別
の
意
見

主
な
反
対
討
論

●
歳
出
抑
制
10
％
一
律
で
、

修
学
旅
行
引
率
補
助
カ
ッ
ト

は
重
大
な
問
題
だ
。
修
学
旅

行
引
率
は
業
務
の
一
環
で
あ

り
、
従
来
の
対
応
に
戻
す
べ

き
だ
。

●
医
療
介
護
な
ど
福
祉
分
野

の
拡
充
を
支
え
る
予
算
と

な
っ
て
い
な
い
。

●
正
規
職
員
が
２
名
減
、
会

計
年
度
任
用
職
員
が
９
名
増

と
な
っ
て
い
る
が
恒
常
的
業

務
は
正
規
職
員
が
基
本
で
あ

る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
は

一
定
の
改
善
が
あ
る
が
給
与

は
正
規
職
員
の
半
分
以
下

で
、
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
が

必
要
で
あ
る
。

●
物
価
高
騰
の
中
、
市
民
や

事
業
者
の
願
い
に
寄
り
添
っ

た
市
政
が
求
め
ら
れ
る
。

●
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
も

踏
ま
え
防
災
対
策
の
抜
本
的

強
化
と
原
発
の
即
時
廃
止
が

求
め
ら
れ
る
。

●
庁
舎
増
築
棟
、
１
５
１
％

の
増
額
、
今
後
さ
ら
な
る
増

加
も
懸
念
さ
れ
る
。
増
額
分

の
削
減
が
必
要
だ
。

●
大
阪
関
西
万
博
事
業
に

２
４
０
万
円
、
万
博
事
業
よ

り
能
登
半
島
支
援
に
回
す
べ

き
だ
。

●
教
育
は
ひ
と
づ
く
り
と
ま

ち
づ
く
り
２
つ
の
側
面
が

あ
る
。
ど
ち
ら
も
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
に
や
っ
て
い
く
こ
と

が
京
丹
後
を
元
気
に
す
る
。

●
学
校
の
消
防
施
設
修
繕
費

が
１
０
０
％
を
評
価
す
る
。

●
以
下
の
諸
点
を
課
題
と
し

て
、
予
算
全
体
に
は
賛
成
す

る
。

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
、
か

つ
て
の
減
量
化
施
設
の
建
設

決
議
を
修
正
し
、
地
域
個
々

の
埋
設
処
理
支
援
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
猿
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
に
よ
る

追
い
払
い
事
業
は
、
一
度
も

実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う

い
う
事
業
に
約
６
８
０
万
円

を
投
じ
る
こ
と
は
適
切
か
検

討
が
必
要
だ
。

・
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
、

整
備
率
は
21
・
88
％
。
整
備

後
長
期
の
も
の
は
樹
木
が

茂
っ
て
危
険
も
あ
り
、
維
持

対
策
が
不
十
分
、
早
急
な
対

応
が
望
ま
れ
る
。

●
市
政
施
行
後
最
大
の
予

算
、
市
政
20
年
を
経
た
本
市

に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
骨
太

の
予
算
で
あ
る
。

●
網
野
銚
子
山
古
墳
整
備
事

業
が
令
和
６
年
度
で
メ
ド
が

つ
く
こ
と
を
喜
び
た
い
。

●
本
市
の
人
口
減
少
は
進
ん

で
い
る
が
、
大
都
市
圏
か
ら

本
市
へ
人
を
引
き
つ
け
る
魅

力
は
本
市
に
数
多
あ
る
。
そ

の
魅
力
を
引
き
出
す
令
和
６

年
度
予
算
で
あ
る
。

【
賛
成
14・
反
対
３・
退
席
1・

欠
席
1
で
可
決
】
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な
取
り
組
み
や
意
識
の
醸
成

を
期
待
す
る
。

●
基
金
の
３
億
円
を
保
険
料

引
下
げ
と
し
て
還
元
す
る
形

で
は
な
く
、介
護
予
防
に
資

す
る
取
り
組
み
な
ど
新
た
な

施
策
の
財
源
に
す
る
べ
き
と

い
う
視
点
も
あ
る
。

【
賛
成
18・欠
席
１
で
可
決
】

問 

老
朽
化
し
た
施
設
の
今

後
の
活
用
方
法
は
。

答 

条
例
廃
止
に
よ
り
普
通
財

産
と
し
て
行
政
目
的
以
外
に

も
利
用
可
能
と
な
る
。今
後
は

地
元
地
域
以
外
へ
の
利
用
募

集
も
行
い
、倉
庫
利
用
な
ど
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

平
成
26
年
か
ら
使
用
し

て
い
な
い
施
設
の
維
持
費
は
。

答 

周
辺
の
木
の
枝
の
落
下

に
よ
る
建
物
損
傷
の
た
め

18
万
円
の
修
理
費
用
が
発
生
。

◆補正予算・条例

令
和
５
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

補
正
13
号
の
主
な
質
疑

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

山村体験交流センターせせらぎ

令和５年度補正予算　第13号　1億8711万円…………………【全員賛成で可決】

― 主な補正項目 ―
〇国の第１次補正予算の活用事業　……………………………………1億6527万円
　・道路橋梁、ため池、農地などのインフラ整備　＜1億3744万円＞
　・京都丹後鉄道、鉄道軌道安全輸送設備等整備事業への支援　＜2680万円＞
　・戸籍附票システム改修　＜103万円＞

〇除雪経費　……………………………………………………………………………1億円
　除雪経費に不足が見込まれるため追加　＜既決予算1億6900万円。執行見込額2億6900万円＞

〇新最終処分場整備事業での継続費廃止など　………………………△7667万円
　整備事業費を抑制するため、計画を見直すことから継続費を廃止し、本年度不要となる
　工事などを減額
　用地造成工事請負費　△6640万円　　工事監理委託料　△1027万円
　廃止する継続費　期間：令和5年度～令和8年度の4カ年　総事業費：79億9800万円

新
最
終
処
分
場
整
備
事
業

問 

事
業
費
が
80
億
円
を
超

え
る
の
で
事
業
費
を
抑
制
す

る
計
画
を
作
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、何
を
見
直
す
の
か
。

答 

施
設
の
配
置
や
場
所
、処

分
場
の
規
模
を
見
直
す
。

問 

整
備
に
は
合
併
特
例
債

は
利
用
で
き
る
の
か
。

答 

合
併
特
例
債
で
は
な
く
、今

後
は
過
疎
債
や
一
般
廃
棄
物
処

理
事
業
債
を
活
用
す
る
。

問 

計
画
設
計
の
見
直
し
に

つ
い
て
市
内
の
関
連
団
体
に

説
明
を
し
た
の
か
。

答 
建
設
業
者
に
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
知
ら
せ
を
し
た
。

問 
計
画
の
見
直
し
で
完
成

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答 

令
和
８
年
中
の
完
成
予
定

だ
っ
た
が
、令
和
10
年
度
に
な

る
予
定
。

問 

新
最
終
処
分
場
の
完
成

が
２
年
延
び
る
こ
と
で
、ご

み
を
搬
出
し
な
い
と
い
け
な

い
状
況
に
は
な
ら
な
い
か
。

答 

ご
み
の
減
量
に
努
め
な

が
ら
、保
健
所
に
相
談
し
て

施
設
の
処
理
や
埋
立
て
容
量

を
10
％
程
度
増
量
す
る
。ご

み
を
搬
出
し
な
く
て
済
む
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

基
金
の
３
億
円
を
取
り

崩
さ
な
か
っ
た
場
合
は
保
険

料
が
増
え
る
の
か
。

答 

８
期
か
ら
89
円
増
え
る
。

問 

保
険
料
の
所
得
段
階
を

国
の
13
段
階
よ
り
多
い
15
段

階
に
し
た
理
由
は
。

答 

低
所
得
者
に
配
慮
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、高

額
所
得
者
か
ら
徴
収
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、13
段
階
に

該
当
す
る
部
分
を
さ
ら
に
細

分
化
し
た
。

●
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
市

民
か
ら
高
い
と
い
う
声
を
聞

く
。基
金
を
取
り
崩
し
て
保

険
料
の
上
昇
抑
制
、特
に
低

所
得
者
に
対
す
る
負
担
軽
減

を
中
心
に
組
ま
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
市
に
は
国
の
負
担

率
を
上
げ
る
要
望
を
継
続
い

た
だ
き
た
い
。

●
基
金
を
取
り
崩
さ
な
か
っ

た
場
合
は
保
険
料
が
増
額
し

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

基
金
を
市
民
に
還
元
し
て
い

く
姿
勢
は
今
後
も
続
け
、さ

ら
に
は
健
康
で
元
気
に
い
ら

れ
る
よ
う
に
フ
レ
イ
ル
予
防

に
も
注
力
し
て
今
後
も
介
護

保
険
料
を
抑
制
で
き
る
よ
う

問 

施
設
利
用
停
止
か
ら
条

例
廃
止
ま
で
な
ぜ
10
年
も
の

時
間
が
か
か
っ
た
の
か
。

答 

地
域
住
民
や
関
係
者
と

の
意
見
調
整
や
施
設
設
計
、

建
設
に
か
か
る
補
助
金
の
償

還
義
務
や
返
還
義
務
が
残
存

し
て
い
た
た
め
、返
還
額
の

調
整
算
定
な
ど
に
時
間
を
要

し
た
。

問 

平
成
26
年
の
法
人
解
散
後
、

施
設
の
利
用
可
能
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
た

の
か
。

答 

地
元
へ
の
移
譲
、指
定
管

理
者
に
よ
る
大
学
生
の
ゼ
ミ

利
用
な
ど
を
検
討
し
た
。ア
ク

セ
ス
が
悪
く
、
３
階
建
て
と

建
物
規
模
が
大
き
く
、不
動
産

鑑
定
で
２
８
０
０
万
円
と
高

額
で
あ
る
こ
と
、夏
の
渇
水
期

に
は
水
の
使
用
に
制
限
が
出

る
な
ど
に
よ
り
、具
体
的
な
話

に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
そ
も
そ
も
こ
の
施
設
が
必

要
な
施
設
だ
っ
た
の
か
、ま
た

目
的
に
対
し
て
こ
の
施
設
整

備
が
効
果
的
だ
っ
た
の
か
の

検
証
、そ
し
て
、こ
れ
を
生
か

し
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
す
た
め
の
反
省
と

し
て
学
ぶ
べ
き
。

【
賛
成
18・欠
席
１
で
可
決
】

意
見
交
換

主
な
質
疑

主
な
質
疑

京
丹
後
市
網
野
山
村
体
験　
　

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

意
見
交
換
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3月定例会  一般質問
一般質問は、令和6年3月7日、8日、11日の日程で行い、
15人の議員が質問し、市長などに答弁を求めました。
一般質問とは…議員が、市政運営全般にわたり、問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接　　　　
　　　　　　　求めるものです。

https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/

パソコンやスマートフォンで議会の
中継・録画が視聴できます。＞＞＞

市 政 を

京丹後市議会

問 

孤
立
し
た
集
落
へ
の
対

応
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

は
。 

操
縦
な
ど
課
題
も
あ

る
が
、
検
討
し
た
い
。

問 

医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
と
交
代
要
員
な
ど
の

体
制
は
。

 

病
院
機
能
を
可
能
な

限
り
維
持
す
る
事
務
事
業

継
続
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
参
集
可
能
な
職
員
を

確
保
、
不
足
の
場
合
は
京

都
府
へ
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
派

遣
を
要
請
す
る
。

問 

複
合
災
害
へ
の
対
応
や

事
前
の
備
え
な
ど
の
検
討

は
。 

人
命
救
助
を
第
一
と

し
て
迅
速
・
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
検
討
。

障
害
者
の
自
立
に
つ
い
て

問 

障
害
者
の
職
場
実
習
事

業
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

 

一
般
企
業
に
１
人
、

市
役
所
に
３
人
を
受
け
入

れ
、
就
職
に
つ
な
が
っ
た
方

は
２
人
だ
っ
た
。

問 

人
事
課
と
連
携
し
た
雇

用
促
進
の
成
果
は
。

 

一
般
職
員
５
人
、
会

計
年
度
職
員
23
人
と
、
成

果
が
あ
っ
た
。

問 

利
用
者
の
工
賃
は
上

が
っ
て
い
る
の
か
。

 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
を
利
用
し
て
い
る

方
は
増
額
。
生
活
介
護
事

業
所
を
利
用
し
て
い
る
方

は
減
額
と
な
っ
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事

業
に
つ
い
て　

問 

令
和
６
年
度
か
ら
参
加

す
る
地
域
は
。

 

11
地
域
と
聞
い
て
い

る
。
36
地
域
の
内
33
地
域

が
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
る
。

問 

区
長
会
全
員
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
は
。

 

課
題
は
、
役
員
の
成

り
手
が
な
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
が
で
き
な
い
。

問 

総
務
省
か
ら
国
家
公
務

員
の
特
別
休
暇
に
つ
い
て
自

治
体
に
通
知
さ
れ
た
が
導

入
の
考
え
は
。

 

現
在
の
制
度
と
厳
密

に
整
理
し
な
が
ら
受
け
と

め
た
い
。
職
員
の
負
担
に

な
ら
な
い
や
り
方
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
。

令和７年に向けてのコミュニティ推進
大会

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

問う

掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネル
での放送や京丹後市議会ホームページで配信していますのでご覧ください。

能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ
こ
と

は

教
訓
と
し
て
捉
え
、防
災・減
災

を
進
め
る

一般質問

市
長

新  政  会

川
か わ と

戸 一
い つ お

生
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地
震
災
害
対
策
と
支
援

問 

津
波
注
意
報
で
避
難
場

所
に
入
れ
な
い
方
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
。

 

一
部
そ
う
い
う
所
が

あ
り
、
改
善
し
た
。　

問 

本
市
の
今
後
の
対
策

は
。 

さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
検
討
し
て
い
る
。

問 

災
害
支
援
に
使
い
や
す

い
車
を
自
治
体
に
無
償
貸

与
で
き
な
い
か
。

 

有
効
と
思
う
。
検

討
し
た
い
。

市
政
の
諸
課
題

問 

「
く
み
は
ま
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」、
現
在
の
累
積

赤
字
の
額
は
。

 
約
６
０
０
万
円
で
あ

る
。

問 

（
株
）
く
み
は
ま
縣
が

経
営
の
主
体
だ
が
、
実
態

は
特
定
の
事
業
者
が
運
営

の
多
く
を
仕
切
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
指
定
管
理
基
本
協

定
16
条
の
第
三
者
委
託
禁

止
に
抵
触
し
な
い
か
。

 

委
託
で
な
く
協
力
な

の
で
問
題
な
い
。

問 

政
倫
審
の
求
め
る
「
特

段
の
透
明
性
の
確
保
」
は

現
状
で
十
分
か
。

 

外
部
監
査
の
導
入

で
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問 

大
宮
ふ
れ
あ
い
工
房
は
、

料
金
設
定
が
長
期
の
使
用

に
は
割
高
と
い
う
批
判
が
あ

る
。
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

 

現
行
の
規
定
で
は
そ

う
な
っ
て
い
る
。
芸
術
振
興

の
面
か
ら
も
今
後
検
討
し

た
い
。

米
軍
基
地
関
係

問 

「
特
別
注
視
区
域
」
の

候
補
地
に
経
ヶ
岬
の
日
米

両
基
地
周
辺
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
国
へ
の
意
見
に
向

け
て
住
民
の
声
を
聞
い
た
の

か
。 

い
ろ
い
ろ
な
形
で
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。　

問 

こ
の
件
で
市
長
は
国
に

何
を
求
め
、
国
は
ど
う
答

え
た
の
か
。

 

従
来
か
ら
の
本
市
の

状
況
を
伝
え
、
不
安
の
払

拭
、
安
全
安
心
の
確
保
を

求
め
た
。
危
惧
に
は
当
た

ら
な
い
と
の
回
答
を
得
た
。

問 

説
明
会
の
予
定
は
。

 

指
定
と
な
れ
ば
早

め
に
や
る
つ
も
り
だ
。

◆一般質問

問 

事
業
の
中
で
ゼ
ロ
予
算

の
考
え
方
は
。

 

職
員
の
工
夫
に
よ
る

事
業
で
行
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
は
16
項
目
中
、
11
項

目
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

産
業
連
関
表
も
ゼ
ロ
予

算
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

令
和
５
年
12
月
に
全

て
の
デ
ー
タ
が
揃
い
、
福
知

山
公
立
大
学
と
の
デ
ー
タ

分
析
を
行
い
、
本
市
の
産

業
連
関
表
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問 

漁
港
管
理
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
漁
場
内
に
陸

上
養
殖
な
ど
の
工
作
物
を

設
置
で
き
る
と
な
っ
た
が
、

本
市
で
の
動
き
は
。

 

陸
上
養
殖
は
大
規
模

な
予
算
と
敷
地
が
必
要
に

な
る
。
現
状
本
市
に
は
具

体
的
な
話
は
な
い
。

問 

民
民
連
携
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
著
名
な
方
が
12
名
い

る
が
、
４
年
を
経
て
検
証

と
今
後
の
考
え
は
。

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
講
演
会
な
ど
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
が
、
市
長
任
期

に
合
わ
せ
、
見
直
し
を
す

る
考
え
で
あ
る
。

防
災
に
つ
い
て
の
地
域
と

の
関
り
に
つ
い
て

問 

消
防
団
意
識
調
査
か
ら

消
防
本
部
は
ど
の
よ
う
に

検
証
し
て
い
る
か
。

 

消
防
団
活
動
に
対
す

る
団
員
の
問
題
、
課
題
の

共
通
認
識
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。
訓
練
方
法
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

消
防
団
応
援
の
店
の
成

果
と
課
題
、
今
後
の
取
り

組
み
検
討
の
考
え
は
。

 

協
力
店
の
勧
誘
を
始

め
、
消
防
団
員
に
も
制
度

周
知
の
為
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動

画
の
活
用
も
検
討
し
て
広

く
周
知
活
動
を
し
て
い
く
。

問 

団
員
数
の
減
少
に
よ
る

組
織
課
題
と
編
成
の
考
え

方
は
あ
る
の
か
。

 

組
織
強
化
の
課
題
と

し
て
捉
え
、
部
や
分
団
の

編
制
を
慎
重
に
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問 

団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

が
進
む
。
企
業
側
へ
の
優

遇
措
置
の
考
え
は
。

 

消
防
団
協
力
事
業
所

に
対
し
、
法
人
税
な
ど
の

減
税
措
置
や
融
資
制
度
の

導
入
な
ど
京
都
府
へ
要
望

を
行
っ
て
い
る
。

消
防
団
意
識
調
査
か
ら
さ
ら
な
る
取

り
組
み
検
討
を

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

四駆ＡＴ寒冷地仕様で被災地へ

市
政
運
営
に
つ
い
て
４
年
間
の

成
果
と
課
題
は

ふ
る
さ
と
納
税
10
倍
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
だ

一般質問

市
長

新  政  会

櫻
さくらい

井 祐
ゆうさく

策

被
災
地
支
援
、
車
を
無
償
貸
与

で
き
な
い
か

有
効
だ
、
検
討
し
た
い

一般質問

市
長

創　　明

永
な が い

井 友
ともあき

昭
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問 

有
機
農
業
振
興
は
、
生

産
か
ら
消
費
ま
で
後
押
し

す
る
た
め
の
充
実
し
た
「
財

政
的
支
援
」
が
重
要
で
あ

る
。
昨
年
９
月
議
会
答
弁

で
、
学
校
給
食
へ
有
機
米

提
供
に
つ
い
て
調
査
す
る
と

し
て
き
た
が
、
結
果
は
ど
う

か
。 

新
規
有
機
農
業
者
の

確
保
に
つ
い
て
、
京
都
府
な

ど
と
連
携
し
有
機
栽
培
歴

の
作
成
と
有
機
農
業
へ
の
転

換
に
係
る
支
援
が
必
要
で

あ
る
。

教
育
長 

本
年
11
月
か
ら
の

学
校
給
食
の
「
丹
後
食
の

日
」
に
、
有
機
米
の
試
験

的
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
有
機
米
に
つ
い
て
は

慣
行
栽
培
よ
り
も
高
い
適

正
価
格
で
買
い
取
る
よ
う

に
す
る
。

 

大
宮
・
弥
栄
図
書
室
は
改

修
し
て
存
続
を

問 

図
書
館
の
今
後
の
在
り

方
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

４
７
０
人
が
回
答
し
、
そ
の

結
果
「
大
宮
・
弥
栄
と
も

に
残
す
べ
き
」
が
70
％
と
大

多
数
で
あ
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
地

域
の
身
近
な
図
書
室
と
し

て
存
続
を
求
め
て
い
る
。
利

用
し
や
す
い
施
設
に
改
修

し
て
存
続
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
長 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
受
け
、
現
段
階
で
は
直

ち
に
大
宮
・
弥
栄
図
書
室

を
閉
鎖
す
る
方
向
を
出
す

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、

利
用
者
だ
け
で
な
く
地
域

の
声
を
聴
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

膨
れ
上
が
っ
た
庁
舎
整
備

事
業
費
の
削
減
を

問 

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り

庁
舎
増
築
棟
な
ど
の
事
業

費
が
増
加
し
、
実
質
負
担

が
９
億
４
０
０
０
万
円
増
額

と
な
る
。
さ
ら
な
る
事
業

費
削
減
が
必
要
だ
。

 

事
業
費
を
抑
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
工
程
を
重
ね
て

き
た
が
、
労
務
や
資
材
単

価
な
ど
の
高
騰
で
事
業
費

増
額
の
状
況
で
あ
る
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用
を

前
提
と
し
て
お
り
、
こ
れ

以
上
の
設
計
変
更
を
行
う

時
間
が
な
い
。
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

問 

市
の
中
心
部
と
周
辺
部

で
は
人
口
事
情
は
大
き
く

異
な
る
。
集
落
別
の
人
口

予
測
は
社
人
研
、
国
勢
調

査
、
本
市
で
も
示
さ
れ
て
い

な
い
。
令
和
４
年
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
以
外
の
予
測
は
な
い

の
か
。 

当
ビ
ジ
ョ
ン
以
外
に

は
な
い
。
各
部
局
は
ビ
ジ
ョ

ン
と
社
人
研
の
推
計
値
、

国
勢
調
査
を
基
に
計
画
策

定
や
立
案
の
基
礎
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。

問 

社
人
研
は
豊
岡
市
、
舞

鶴
市
よ
り
も
本
市
の
人
口
が

大
き
く
減
少
す
る
と
予
測

す
る
。「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

で
は
子
育
て
日
本
一
を
掲
げ

て
い
る
本
市
が
そ
の
分
野
で

も
両
市
に
大
き
く
劣
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
市
の
認
識

は
。 

順
位
付
け
に
は
政
策

面
だ
け
で
な
く
ほ
か
に
も

交
通
、
生
活
環
境
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
的
要
因
も
加

わ
っ
て
い
る
。
謙
虚
に
受
け

止
め
政
策
強
化
に
努
力
し

た
い
。

問 
新
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
現
状

を
尋
ね
る
。
地
域
住
民
こ

そ
地
域
創
生
や
人
口
減
少

対
策
の
主
役
だ
。
集
落
別

に
将
来
人
口
の
姿
を
具
体

的
に
細
か
く
伝
え
、
全
住

民
が
正
し
く
危
機
感
を
共

有
し
対
策
を
考
え
る
こ
と
が

ス
タ
ー
ト
の
は
ず
だ
。
新
コ

ミ
ュ
は
思
惑
通
り
進
展
し
て

い
る
か
。

 

行
政
区
別
に
住
み
や

す
い
地
域
を
創
る
た
め
の

方
策
を
女
性
や
若
者
を
巻

き
込
み
多
様
な
テ
ー
マ
で
話

し
込
み
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
中
で
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
人
口
情
報
を
伝
え
人
口

減
少
の
危
機
感
を
共
有
し

改
善
の
機
運
を
醸
成
し
て

い
き
た
い
。

問 

市
庁
舎
増
築
棟
、
ご
み

最
終
処
分
場
な
ど
大
型
事

業
が
め
じ
ろ
押
し
だ
。
学

校
再
配
置
問
題
も
あ
る
。

将
来
人
口
動
向
は
熟
慮
さ

れ
て
い
る
の
か
。
健
全
財
政

は
維
持
で
き
る
か
。

 

職
員
減
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
庁
舎
、
ご
み
発

生
量
に
適
応
可
能
な
処
分

場
、
適
正
規
模
の
学
校
配

置
な
ど
を
考
え
、
合
併
特

例
債
・
過
疎
債
な
ど
の
有

利
な
財
源
を
利
用
し
て
健

全
財
政
を
維
持
し
た
い
。

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

大宮・弥栄図書室は改修し存続を

40
％
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
地

区
も
あ
る

各
部
局
は
集
落
別
人
口
動
向
を

把
握
し
て
い
る
か

国
勢
調
査
な
ど
を
計
画
立
案
の

基
礎
と
し
て
い
る

一般質問

市
長

創　　明

浜
はまおか

岡大
だいじろう

二郎

有
機
農
業
振
興
の
た
め
学
校
給

食
へ
有
機
米
の
提
供
を

11
月
か
ら
有
機
米
の
試
験
的
導

入
を
検
討

一般質問
教
育
長

日本共産党

田
た な か

中 邦
く に お

生
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問 

夏
場
暑
い
中
、
水
筒
を

持
っ
て
の
登
下
校
は
低
学
年

に
と
っ
て
大
変
で
あ
る
。
公

民
館
な
ど
が
基
準
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
、
家

ま
で
歩
く
と
く
た
く
た
で

あ
る
。
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
基
準
見
直
し
の
要

望
が
出
て
い
る
が
。

教
育
長 

学
校
か
ら
公
民
館

ま
で
の
距
離
が
、
小
学
校

は
３
㎞
以
上
、
中
学
校
で

は
６
㎞
以
上
を
基
準
と
し

て
い
る
が
、
夏
場
の
熱
中

症
対
策
や
冬
場
の
道
路
状

況
な
ど
か
ら
検
討
課
題
と

受
け
止
め
て
い
る
。　

問 

教
育
委
員
会
は
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

 
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
何
が
大
切
か
教
育
委

員
会
を
中
心
に
、
考
え
て

い
た
だ
く
。
経
費
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。

原
発
は
即
時
撤
退
を

問 

能
登
半
島
地
震
で
志
賀

原
発
は
震
度
５
強
を
観
測

し
た
。
外
部
電
源
の
喪
失
、

変
圧
器
か
ら
の
２
万
リ
ッ
ト

ル
を
超
え
る
油
漏
れ
は
大

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。
危
険
な
原
発
は
即
時

撤
退
す
べ
き
で
あ
る
が
。

 

中
期
的
に
は
原
発
は

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に

国
を
上
げ
て
傾
注
す
る
こ

と
が
重
要
。

問 

原
発
事
故
に
よ
る
市
の

避
難
計
画
は
、
屋
内
退
避

で
あ
る
が
、
地
震
で
家
屋
が

全
損
す
る
な
ど
し
て
避
難

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
、

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
が
。

 

国
・
府
の
指
示
に
基

づ
い
て
進
め
る
。
今
は
必
要

な
い
。

地
産
地
消
の
学
校
給
食
を

問 

市
の
調
査
で
市
内
産
使

用
率
は
43・５
％
と
な
っ
て
い

る
。今
後
市
内
産
の
野
菜
の

利
用
を
増
や
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

教
育
長 

米
は
、従
来
か
ら

１
０
０
％
京
丹
後
市
産
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
。地
域
の
旬
の

食
材
で
献
立
を
検
討
し
、農

家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
給
食

小
委
員
会
を
通
じ
て
地
元

の
野
菜
を
納
入
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

◆一般質問

問 

津
波
注
意
報
発
出
時
の

課
題
や
事
後
改
善
は
。

 

門
扉
施
錠
で
避
難
所

と
な
る
学
校
に
入
れ
な
か
っ

た
事
例
を
受
け
、
施
錠
を

廃
止
し
た
。
特
に
沿
岸
3

町
の
津
波
時
の
市
民
局
体

制
を
強
化
。
各
避
難
所
の

見
直
し
も
す
る
。　

問 

地
域
防
災
計
画
の
随
時

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
各
分
野

で
の
改
善
は
。

 

避
難
所
と
な
る
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、
避
難
者
の
健
康
面
か

ら
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

多
額
の
費
用
が
必
要
で
教

育
委
員
会
と
連
携
し
て
取

り
組
む
課
題
。
道
路
寸
断

時
に
は
被
害
状
況
の
把
握

に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
や
物

資
輸
送
に
自
衛
隊
ヘ
リ
の

要
請
を
し
て
い
く
。
要
配

慮
者
へ
の
対
応
も
進
め
る
。

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て

の
手
引
き
を
整
備
し
、
飼

い
主
へ
の
広
報
を
し
て
い

く
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
海

抜
表
示
な
ど
市
民
の
意
見

を
聞
き
、
防
災
意
識
の
改

善
を
目
指
す
。

問 

ト
イ
レ
カ
ー
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
協
定
は
。

 

今
は
な
い
が
今
後
の

課
題
と
し
て
考
え
る
。

教
員
の
働
き
方
改
善

問 

教
員
の
働
き
方
に
大
き

く
か
か
わ
る
標
準
授
業
時

数
を
大
き
く
上
回
る
教
育

課
程
が
設
定
さ
れ
て
い
る
状

況
は
な
い
か
。

教
育
長 

現
状
、
市
内
で
大

き
く
上
回
る
学
校
は
な
い
。

あ
れ
ば
助
言
す
る
。

問 

教
員
増
を
国
、
府
に
求

め
る
べ
き
だ
が
。

教
育
長 

養
護
教
員
、
事
務

職
員
な
ど
ケ
ア
の
必
要
な

子
ど
も
に
対
す
る
職
員
の

複
数
配
置
や
、
義
務
教
育

標
準
法
に
定
め
ら
れ
る
定

数
改
善
に
つ
い
て
も
国
、
府

に
求
め
て
い
く
。

問 

さ
ら
に
進
め
る
業
務
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
は
。

教
育
長 

道
徳
の
通
信
簿
表

記
、
登
下
校
時
間
の
変
更
、

夏
季
休
業
中
の
時
差
出
勤

な
ど
現
場
の
声
を
聞
き
検

討
す
る
。

問 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や

学
校
用
務
員
が
削
減
さ
れ

る
が
労
働
強
化
に
な
ら
な
い

の
か
。

教
育
長 

課
題
が
あ
れ
ば
補

正
で
対
応
し
て
行
く
。

常
に
目
に
触
れ
る
表
示
で
防
災
意
識

の
向
上
を

弥栄小に配置されているスクールバス

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

想
定
外
を
予
想
し
た
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は

今
回
の
地
震
を
教
訓
に
、
で
き

る
事
か
ら
速
や
か
に
対
応
す
る

一般質問

日本共産党

橋
はしもと

本まり子
こ

市
長

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
基
準
の
見

直
し
を検

討
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て

い
る

一般質問
教
育
長

日本共産党

平
ひら

林
ばやし

智
ち え み

江美
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海
水
浴
場
で
な
い
海
岸
清
掃
は

ど
う
す
る
の
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
た
い

一般質問

市
長

政  友  会

和
わ だ

田 正
まさゆき

幸

問 

市
民
の
主
体
性
、
自
主

性
に
立
脚
し
た
農
業
振
興
に

つ
い
て
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
の

関
係
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。 

農
業
振
興
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
根
幹
で
あ
る
。

本
市
に
お
け
る
農
業
分
野

の
先
進
事
例
は
、
住
民
主

体
の
考
え
方
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。　

問 

観
光
振
興
施
策
は
市
民

の
幸
せ
を
第
一
義
と
し
て
行

う
べ
き
で
は
。

 

観
光
振
興
の
眼
目
は

「
人
」
だ
。
歴
史
文
化
に

は
感
動
を
与
え
る
力
が
あ

る
。
市
民
の
幸
せ
を
中
心

に
取
り
組
み
た
い
。

問 

観
光
振
興
に
お
け
る
隣

接
自
治
体
と
の
連
携
協
力

は
ど
う
す
る
の
か
。

 
差
別
化
と
連
携
が

大
切
だ
。
北
部
近
接
の
市

町
間
で
連
携
協
力
し
、
観

光
振
興
を
図
る
。

問 

地
域
の
子
ど
も
は
地
域

の
力
で
守
る
と
い
う
教
育

環
境
の
醸
成
を
市
長
、
教

育
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。 

丹
後
学
が
鍵
と
な

る
。
市
民
も
先
生
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
大
切
。

教
育
長 

行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
力
が
重
要
だ
。

地
域
に
根
差
し
た
教
育
と

学
び
を
重
視
し
て
い
く
。　

問 

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
た
め
、
何
を

重
視
す
る
の
か
。

 

市
民
に
よ
る
持
続
的

で
主
体
的
な
取
り
組
み
に

加
え
、
経
済
の
考
え
も
組

み
込
む
こ
と
が
大
切
。

問 

歴
史
文
化
都
市
宣
言
や

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
を
も
と
に
、
ど
ん
な
ま

ち
を
創
る
の
か
。

 

こ
の
宣
言
や
計
画
を

観
光
振
興
な
ど
他
の
行
政

分
野
で
も
最
大
限
生
か
し

た
ま
ち
を
創
る
。

教
育
長 

保
幼
小
中
一
貫
し

て
丹
後
学
を
重
視
し
、
小

学
５
年
か
ら
中
学
校
ま
で

使
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
別
編

集
の
副
読
本
に
す
る
。

問 

市
章
、
市
の
花
、
木
、

歌
は
あ
る
が
、
市
制
施
行

二
十
周
年
を
機
会
に
市
の

鳥
を
制
定
し
て
は
。

 

新
体
制
で
の
検
討
に

な
る
だ
ろ
う
。
市
の
鳥
の

提
案
に
つ
い
て
は
、
引
き
継

い
で
い
く
。

問 

海
水
浴
場
は
各
観
光
協

会
な
ど
に
委
託
し
て
い
る

が
、
海
水
浴
場
で
な
い
海

岸
の
箱
石
浜
か
ら
浜
詰
の

清
掃
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

 

箱
石
浜
か
ら
浜
詰
の

間
は
、
地
域
の
団
体
へ
業

務
委
託
し
４
月
か
ら
12
月

の
間
で
４
回
し
て
い
る
。
日

本
一
の
砂
浜
海
岸
づ
く
り
実

行
推
進
会
議
主
催
で
、
日

頃
地
域
の
方
々
の
清
掃
の

手
が
入
ら
な
い
場
所
を
、

年
１
回
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

開
催
し
て
い
る
。

問 

湊
か
ら
浜
詰
ま
で
の
素

晴
ら
し
い
海
岸
を
観
光
資

源
と
し
て
活
性
化
を
し
、

ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ
ン
、
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
な
ど
を
開
催
す
れ
ば

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
が

海
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
海
岸
の
活
用
を

し
て
は
。

 

湊
か
ら
浜
詰
ま
で
の

海
岸
を
し
っ
か
り
と
生
か

し
て
行
く
事
が
観
光
に
と
っ

て
も
大
事
。
通
年
観
光
を

求
め
環
境
作
り
が
大
切
で
、

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
は

な
く
、
春
夏
秋
冬
も
含
め

て
行
わ
れ
、
海
岸
で
笑
顔

が
広
が
る
年
中
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
一
緒
に
な
っ
て
海

岸
を
大
切
に
し
て
い
く
活

動
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い

る
。
行
政
と
し
て
も
環
境

づ
く
り
の
後
押
し
を
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と

思
う
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問 

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
設
置

は
、
地
区
で
は
な
く
地
域

で
山
を
囲
っ
て
行
く
べ
き
だ

と
思
う
が
。

 

翌
年
度
に
設
置
を
希

望
す
る
防
除
柵
の
位
置
や

延
長
な
ど
の
計
画
の
内
容

を
精
査
の
上
、
事
業
費
を

国
に
要
望
す
る
。

問 

有
機
米
を
生
産
し
て
単

価
を
上
げ
る
政
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

 

販
路
開
拓
を
行
う
予

定
と
し
て
い
る
。
消
費
に
お

い
て
は
、
学
校
給
食
に
導

入
し
て
、
安
定
的
な
販
路

を
確
保
す
る
ほ
か
、
京
丹

後
市
で
の
有
機
米
を
地
域

内
外
に
向
け
発
信
す
る
。

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

箱石浜での海岸清掃

歴史文化都市へ、網野銚子山古墳

市
制
施
行
二
十
周
年
に
市
の
鳥

を
制
定
し
て
は

新
体
制
で
の
検
討
に
な
る
だ
ろ

う

一般質問

市
長

政  友  会

水
み ず の

野 孝
たかのり

典



13 2024.5

問 

大
宮
・
弥
栄
図
書
室
の

廃
止
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、図
書
館
（
室
）

は
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
な
ど
地
域
づ
く
り

に
も
関
係
す
る
。
市
全
体

の
図
書
館
の
在
り
方
を
検

討
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
長 

地
域
の
声
も
丁
寧

に
聞
き
な
が
ら
図
書
館
協

議
会
と
市
全
体
の
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

問 

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
づ
く
り
や
活
動
の

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
。

 

古
紙
回
収
団
体
の
補

助
金
な
ど
多
く
の
団
体
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
促
進
法
に
伴
う
、
市
の

資
源
分
別
収
集
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
は
。

 

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別
収
集
、
再
資
源
化

は
、
令
和
６
年
度
に
取
り

組
み
や
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進

に
つ
い
て

問 

市
職
員
の
障
害
者
の
法

定
雇
用
率
と
、
今
後
の
見

通
し
、
ま
た
雇
用
に
よ
る

効
果
は
。

 

２
・
６
％
に
対
し
て

２
・
72
％
と
上
回
っ
て
い

る
。
令
和
８
年
度
の
目
標

が
３
％
に
な
る
が
応
募
も

あ
り
達
成
は
可
能
と
考
え

て
い
る
。
障
害
者
の
理
解

促
進
と
雇
用
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

政
策
的
な
事
業
の
評
価
や

検
証
に
つ
い
て

問 

事
業
を
客
観
的
に
評
価

を
す
る
た
め
に
は
事
業
の

目
標
に
つ
い
て
数
値
化
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。 

費
用
対
効
果
を
念
頭

に
お
く
こ
と
が
大
切
。
Ｋ

Ｐ
Ｉ
策
定
の
際
に
は
定
量

化
に
努
め
た
い
が
技
術
的

に
難
し
い
。
補
足
情
報
を

組
み
合
わ
せ
、
適
正
な
執

行
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◆一般質問

問 

ル
ー
ト
決
定
ま
で
の
過

程
は
。 

地
域
や
市
民
の
声
を

反
映
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
検
討
委
員
会
を

実
施
。
そ
の
後
、
都
市
計

画
決
定
の
法
定
手
続
き
を

経
て
決
定
さ
れ
る
。

問 

久
美
浜
サ
ン
カ
イ
カ
ン

を
Ｓ
Ａ
と
し
て
活
用
し
て
は

ど
う
か
。

 

検
討
の
俎そ
じ
ょ
う上
に
上

が
っ
て
い
る
。
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
に
係
る
提
案
な
ど

問 

多
面
的
機
能
交
付
金

に
よ
る
道
路
整
備
に
向
け
、

市
道
廃
止
は
可
能
か
。

 

市
道
を
廃
止
し
農
道

に
す
る
と
受
益
者
負
担
が

出
て
く
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
を

理
解
し
合
意
形
成
が
で
き

れ
ば
可
能
。

問 

米
の
販
売
価
格
向
上
に

向
け
て
、
京
丹
後
市
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
健
康
長
寿
米
と

し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て

は
ど
う
か
。

 

非
常
に
効
果
的
な
取

り
組
み
と
考
え
る
。
本
市

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制

度
を
定
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
い
き
た
い
。

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
久
美
浜
公
園

の
活
用
に
向
け
て

問 

参
考
館
を
移
築
し
文
化

施
設
、
観
光
施
設
と
し
て

利
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長 

移
転
に
は
莫
大
な

費
用
が
必
要
。
保
存
活
用

の
た
め
所
有
者
の
意
向
に

添
い
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
。

震
災
か
ら
学
び
防
災
力
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
ろ
う

問 

現
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
避
難
行
動
を
起
こ
す
目

安
が
わ
か
り
に
く
く
改
善
が

必
要
。
ま
た
市
内
に
海
抜

表
示
や
避
難
所
の
表
示
の

増
設
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

 

能
登
半
島
地
震
の
国

の
検
証
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
速
や
か
に
検
討
し
て

行
き
た
い
。

問 

今
回
の
地
震
は
元
旦
に

発
生
し
、
観
光
客
が
多
か
っ

た
。
市
の
対
応
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

 

防
災
無
線
に
よ
り
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。
各
宿

泊
施
設
で
適
切
な
安
全
確

保
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
大

き
な
混
乱
は
無
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

山陰近畿自動車道の概略ルート案

利用者も多い大宮図書室

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

山
陰
近
畿
自
動
車
道
、
豊
岡
方

面
か
ら
久
美
浜
ま
で
の
延
伸
は

ま
ず
は
全
線
の
ル
ー
ト
決
定
が

必
要

一般質問

市
長

丹  政  会

和
わ だ

田  晋
すすむ

 

市
全
体
の
図
書
館
の
在
り
方
を

検
討
す
べ
き

地
域
の
声
も
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い

一般質問
教
育
長

丹  政  会

東
ひがしだ

田 真
ま

希
き
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問 

消
防
団
員
の
退
職
報
償

金
が
在
籍
31
年
目
以
降
は

定
額
と
な
る
。
在
籍
30
年

以
上
が
35
名
い
る
中
で
制
度

の
見
直
し
は
。

 

法
律
で
30
年
が
最

上
。
そ
の
趣
旨
か
ら
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
。

問 

令
和
３
年
度
に
行
っ
た

団
員
対
象
の
意
識
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
の
公
表
は
。

 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。

問 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め
に

「
団
運
営
に
お
け
る
幅
広
い

意
見
交
換
を
行
う
」
と
あ

る
。
仕
組
み
は
。

 

部
や
分
団
で
活
発
な

意
見
交
換
が
で
き
る
風
土

醸
成
な
ど
組
織
作
り
を
し

て
い
る
。

問 
操
法
大
会
や
市
長
査
閲

を
行
う
目
的
は
。

 

安
全
、
確
実
、
迅
速

に
消
火
活
動
を
行
う
た
め

の
基
礎
習
熟
や
、
規
律
保

持
、
強
固
な
団
結
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
行
う
。
組

織
活
動
を
市
民
に
見
て
い

た
だ
く
大
切
な
機
会
。

問 

訓
練
目
的
は
団
員
に
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
。

 

会
議
や
訓
練
を
通
じ

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
認
識
だ

が
、
団
員
に
よ
っ
て
濃
淡
が

あ
る
。
丁
寧
で
伝
わ
る
説

明
に
努
め
る
。

問 

操
法
大
会
が
負
担
と
い

う
声
へ
の
対
策
は
。

 

令
和
６
年
度
の
訓
練

も
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
に

取
り
組
む
。
団
本
部
と
し

て
改
革
を
進
め
る
。

高
齢一人
暮
ら
し
で
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

問 

高
齢
一
人
暮
ら
し
向
け

冊
子
を
作
成
し
て
は
。

 

分
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
既
存
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

見
直
し
に
努
め
る
。

問 

終
活
の
周
知
や
相
談
支

援
の
体
制
は
。

 

出
前
講
座
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
周
知
。
地
域
ケ
ア

推
進
会
議
で
関
係
者
の
連

携
を
進
め
て
い
る
。

過
去
の
質
問
に
つ
い
て

問 

地
区
か
ら
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
要
望
数
と
対
応

状
況
は
。

 

８
地
区
か
ら
15
基
要

望
が
あ
っ
た
。
地
域
振
興

対
策
事
業
補
助
金
の
活
用

を
案
内
し
て
い
る
。

問 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
ふ

る
さ
と
納
税
、
30
億
達
成

で
き
な
か
っ
た
要
因
は
。

 

目
標
に
達
成
で
き
な

か
っ
た
事
は
厳
格
に
受
け

止
め
て
い
る
。
原
因
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
が

返
礼
品
の
充
実
、
供
給
量

に
課
題
を
残
し
た
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
も
う

一つ
の
目
的
は
、
地
場
産
業

が
育
成
で
き
、
全
国
に
発

信
す
る
事
で
あ
る
と
思
う

が
。 

ふ
る
さ
と
納
税
の
目

的
は
財
源
の
確
保
だ
け
で

な
く
地
場
産
業
の
育
成
も

大
切
な
目
的
の
一
つ
で
あ

る
。件
数
が
13
倍
に
伸
び
た

事
で
、事
業
者
と
の
取
引
に

つ
な
が
り
、京
丹
後
の
発
信

が
で
き
観
光
に
も
い
い
影

響
が
で
た
と
思
う
が
、ま
だ

ま
だ
道
な
か
ば
と
思
う
。

問 

儲
か
る
農
業
、
漁
業
と

掲
げ
て
い
た
が
、
達
成
で
き

た
の
か
。

 

京
丹
後
市
の
農
作
物

は
す
ば
ら
し
い
物
が
生
産

さ
れ
て
い
る
が
、
流
通
販

売
に
多
く
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ

を
経
済
と
し
て
成
長
さ
せ

て
い
く
事
が
大
事
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
活

用
し
広
く
全
国
に
発
信
す

る
事
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
り
儲
か
る
農
業
に
な
る
。

問 

行
政
は
結
果
を
求
め
ら

れ
る
。
儲
か
る
農
業
、
漁

業
が
数
字
と
し
て
で
て
い
る

の
か
。 

ふ
る
さ
と
納
税
で
は

伸
び
て
い
る
が
、
全
体
と
し

て
の
数
字
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。

「
合
併
20
年　
課
題
は
」

問 

合
併
20
年
、
市
長
と
し

て
の
課
題
は
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

 

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
財

政
力
が
ど
う
か
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
同
時
に
、
山

陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備

に
伴
い
、
ま
ち
づ
く
り
が

展
望
で
き
る
時
に
な
っ
て
き

た
。
こ
の
事
で
都
市
基
盤

を
ど
う
す
る
か
、
地
域
基

盤
を
ど
う
す
る
か
次
世
代

に
つ
な
ぐ
時
代
に
な
っ
て
き

た
。
こ
れ
を
行
政
と
し
て

し
っ
か
り
や
り
遂
げ
る
事
が

大
事
で
あ
る
。

まちづくりはできたのか

◆一般質問

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

地域防災の中核として重要な消防団

消
防
団
員
数
の
減
少
な
ど
に
よ

る
組
織
再
編
の
検
討
状
況
は

令
和
８
年
を
目
途
に
分
団
や
部

の
再
編
を
検
討
し
て
い
る

一般質問

市
長

無  会  派

冨
と み た

田 恵
けいすけ

輔

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
達
成
で

き
た
か道

な
か
ば
で
あ
る

一般質問

市
長

丹  政  会

池
い け だ

田 惠
けいいち

一
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◆一般質問

ま
ち
づ
く
り
施
設
の
建
設
計
画
、

熟
議
が
必
要
で
は

市
民
か
ら
施
設
整
備
が
望
ま
れ

て
い
る

一般質問

鳴
な る み

海 公
まさのり

軌

市
長

無  会  派

問 

文
科
省
は
昨
年
３
月
末

に
、
新
た
な
不
登
校
対
策

と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ

ラ
ン
を
発
表
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
、
ク
ラ
ス
に
入
り
づ

ら
い
児
童
生
徒
に
対
し
、
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
必

要
性
を
示
し
て
い
る
が
対
応

は
。

教
育
長 

す
べ
て
の
中
学
校

で
、
別
教
室
登
校
を
運
用

し
て
お
り
、「
心
の
教
室
相

談
員
」
の
充
実
を
進
め
た
。

京
都
府
に
教
員
の
配
置
も

求
め
て
い
く
。

問 

す
べ
て
の
児
童
生
徒
の

「
心
の
小
さ
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を

見
逃
さ
な
い
取
り
組
み
と
し

て
、
１
人
１
台
端
末
を
活

用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
推
進
が

有
効
だ
が
、
な
ぜ
取
り
組

ま
な
い
の
か
。

教
育
長 
現
在
使
用
し
て
い

る
ソ
フ
ト
は
、
相
談
を
前
提

と
し
た
場
合
に
不
具
合
が

あ
る
。
補
正
予
算
を
視
野

に
、
新
た
な
導
入
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問 

学
校
の
風
土
の
「
見
え

る
化
」
に
つ
い
て
は
、
不
登

校
対
策
と
し
て
有
益
と
考

え
る
。
把
握
ツ
ー
ル
導
入

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

教
育
長 

文
科
省
よ
り
示
さ

れ
て
い
る
ツ
ー
ル
を
積
極
的

に
活
用
し
、
学
校
が
不
登

校
の
要
因
に
な
ら
な
い
よ
う

し
て
い
く
。

問 

学
校
教
育
法
な
ど
の
平

成
19
年
の
改
正
に
よ
る
学

校
評
価
は
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
学

校
関
係
者
評
価
お
よ
び
そ

の
公
表
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

教
育
長 

学
校
関
係
者
評
価

も
実
施
し
て
い
る
が
、
公
表

に
つ
い
て
も
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を

問 

保
育
所
な
ど
の
入
所
手

続
書
類
は
就
労
証
明
書
の

貼
付
が
必
要
だ
。
近
隣
他

市
で
使
用
し
て
い
な
い
様
式

で
、
京
丹
後
市
の
み
が
直
近

３
カ
月
の
収
入
記
入
欄
が
あ

り
、
必
要
性
に
疑
問
の
声

が
出
て
い
る
。

教
育
長 

従
来
の
簡
易
版

（
所
得
記
載
の
な
い
）
に
近

い
内
容
で
、
令
和
６
年
度

の
途
中
か
ら
新
た
な
様
式

に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

問 

令
和
６
年
度
以
降
、
大

規
模
な
建
設
事
業
が
乱
立

す
る
見
込
み
。
財
政
負
担

の
偏
り
、
民
間
連
携
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
無
さ
を
危
惧
す
る
。

さ
ら
に
市
民
ニ
ー
ズ
は一つ
の

施
設
が
で
き
れ
ば
満
た
さ

れ
、
今
あ
る
サ
ー
ビ
ス
が
撤

退
す
れ
ば
優
先
度
が
変
わ

る
。
そ
の
時
の
市
の
財
政

的
余
力
も
不
安
だ
。
建
設

計
画
を
乱
立
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
が
。

 

市
民
が
望
む
施
設

整
備
を
し
た
く
基
本
計
画

を
ま
と
め
た
。
有
利
な
起

債
や
助
成
制
度
を
駆
使
す

る
。
そ
の
上
で
民
間
活
力

も
ど
う
導
入
で
き
る
か
考

え
る
。
あ
る
い
は
自
主
財

源
の
充
実
も
全
力
で
取
り

組
む
。
中
期
的
に
乗
り
切
っ

て
、
希
望
と
安
心
を
次
世

代
に
引
き
継
ぎ
た
い
。

問 

用
地
取
得
の
先
行
き
は

不
透
明
。
新
図
書
館
や
雨

の
日
の
遊
び
場
に
込
め
ら
れ

た
市
民
の
願
い
は
速
や
か
な

整
備
だ
。
決
し
て
「
し
ん

ざ
ん
小
の
隣
」
と
場
所
を

指
定
し
て
建
設
を
求
め
る

訳
で
は
な
い
。
着
実
で
早
急

に
ニ
ー
ズ
を
解
消
で
き
る
計

画
に
す
べ
き
で
は
。

 

こ
の
地
域
一
帯
が
都

市
拠
点
。本
施
設
を
峰
山
イ

ン
タ
ー
線
と
学
校
と
の
緩

衝
地
に
し
つ
つ
、市
の
魅
力

を
高
め
た
い
。

問 

都
市
拠
点
に
中
央
図
書

館
を
作
る
計
画
だ
が
、
網

野
図
書
館
を
中
央
図
書
館

と
し
て
拡
張
し
、
各
町
に

図
書
室
を
再
整
備
す
る
方

が
全
体
と
し
て
良
い
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

教
育
長 

ら
ぽ
ー
と
２
階
面

積
は
１
１
４
２
㎡
。
新
図

書
館
は
２
２
０
０
㎡
を
想

定
。
ま
た
峰
山
は
立
地
が

良
い
。 

空
洞
化
し
た
市
街
地

の
再
生
に
図
書
館
は
有
効

だ
。
子
育
て
支
援
機
能
も

集
客
力
が
あ
る
。
北
近
畿

の
拠
点
と
し
て
、
飛
び
ぬ

け
て
魅
力
的
な
機
能
を
持

つ
施
設
に
な
る
。

問 

「
北
近
畿
で
特
筆
し
た

施
設
」
と
し
て
こ
れ
ま
で

検
討
さ
れ
て
き
た
か
。

 

検
討
委
員
が
先
進
地

を
視
察
し
て
議
論
し
て
き

た
。

乱立する大規模な事業の計画

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

すべての児童生徒に教育機会の確保を

各
中
学
校
に
校
内
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
が
必
要
で
は

別
教
室
登
校
を
運
用
し
て
お

り
、拡
充
し
て
い
く

一般質問
教
育
長

無  会  派

松
まつもと

本 聖
しょうじ

司
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◆市民と議会の懇談会

生
理
用
品
が
置
か
れ
て
い
る

が
全
中
学
に
配
置
す
べ
き
だ
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
に

つ
い
て
、特
例
で
乗
車
を
認
め

る
の
で
あ
れ
ば
特
例
の
基
準

を
明
文
化
す
べ
き
だ
。

●
子
ど
も
を
持
つ
親
が
過
ご

し
や
す
い
市
に
な
っ
て
い
る

か
。フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は

一
時
預
か
り
な
ど
名
前
だ
け

で
中
身
と
し
て
網
野
に
は
お

ま
か
せ
会
員
が
い
な
い
。支
援

セ
ン
タ
ー
で
使
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

●
公
共
施
設
（
病
院
・
図
書

館
）
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー

ト
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

●
医
療
ケ
ア
児
の
子
ど
も
園

は
看
護
師
が
休
む
と
子
ど
も

も
休
ま
な
い
と
い
け
な
い
。　

ま
た
医
療
ケ
ア
児
の
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

●
市
の
総
合
検
診
時
に
託
児

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
だ
。

令和6年2月12日網野、峰山、大宮町で開催

市民市民とと議会議会のの懇談会懇談会
○定例会の概要報告
○市政に対する提言、議会活動などについて意見交換

　今回は、かねてより要望のあった子育て世代の親御さんを中心とした懇談会を開催しました。
保育ルームを準備し、活発な意見が出るよう平日の夜ではなく、休日のお昼に時間設定をし、カ
フェ方式でざっくばらんに話をしていただきました。懇談会で出された意見や要望は必要に応じ
て次期の各常任委員会で所管事務調査をするなどの対応を行います。

●
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
か
ら
拡
充
さ
れ

て
い
る
が
利
用
者
が
少
な
い
。

市
の
周
知
不
足
で
あ
る
。

●
産
後
、保
健
師
訪
問
が
あ

る
が
障
害
児
と
そ
の
家
族
へ

の
支
援
が
不
足
し
て
い
る
。

●
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て
、

試
行
的
に
峰
中
の
ト
イ
レ
に

懇談会の様子

懇談テーマ 「子育てしやすいまちづくり」

ご 意 見 と ご 要 望

網
野
会
場

懇 談
テーマ

大
宮
会
場

バギーが入れない途中ケ丘公園

大宮図書室の平井文庫

峰
山
会
場

●
豊
岡
市
で
は
子
育
て
中

の
女
性
が
自
宅
で
子
育
て

し
な
が
ら
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を

ズ
ー
ム
学
習
で
き
、そ
れ
を

活
か
し
た
就
職
へ
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
も
行
う
事
業
も
あ

る
と
聞
く
。本
市
で
も
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

●
土
日
、祝
日
に
子
ど
も
と

屋
内
で
遊
べ
る
場
所
を
ぜ
ひ

と
も
作
っ
て
ほ
し
い
。

●
廃
校
に
な
っ
た
学
校
が

た
く
さ
ん
あ
り
、空
い
て
い

る
よ
う
だ
が
、子
育
て
な
ど

へ
の
利
活
用
で
き
な
い
の

か
。

●
峰
山
の
途
中
ケ
丘
公
園

に
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
が
あ
る
が
子
ど
も
が
入

る
と
注
意
さ
れ
る
、何
と
か

な
ら
な
い
か
。

●
お
む
つ
の
支
援
を
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
と
聞

く
。市
が
無
理
な
ら
企
業
に

声
掛
け
し
て
寄
付
を
募
り
実

施
す
れ
ば
、配
達
時
に
家
庭

訪
問
も
で
き
親
御
さ
ん
の
意

見
も
聞
け
る
。

●
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
で
は
な
く
、出
生
数

を
増
や
す
意
味
で
も
、子
づ

く
り
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
べ
き
だ
。

●
市
民
税
の
安
い
と
こ
ろ

に
若
い
人
は
引
き
つ
け
ら
れ

る
。若
い
人
は
現
実
的
で
あ

り
市
民
税
な
ど
下
げ
る
こ
と

を
し
て
ほ
し
い
。

●
箱
モ
ノ
に
た
く
さ
ん
の

予
算
を
使
う
の
で
は
な
く
、

子
育
て
、福
祉
、暮
ら
し
の
ソ

フ
ト
面
に
予
算
を
優
先
し
て

使
う
べ
き
だ
。

●
障
害
児
の
子
ど
も
を
連

れ
て
途
中
ケ
丘
公
園
に
行
き

た
い
が
、ど
の
入
り
口
も
バ

リ
ケ
ー
ド
が
あ
り
、バ
ギ
ー

で
は
入
れ
な
い
。

●
市
役
所
の
窓
口
に
乳
児

を
預
け
る
簡
易
な
ベ
ッ
ド
な

ど
が
あ
れ
ば
申
請
業
務
が
行

い
や
す
い
。そ
の
際
、障
害
児

（
４
歳
）
で
は
、耐
重
量
が
10

㎏
の
も
の
だ
と
使
え
な
い
。

●
人
口
減
少
の
中
、子
育
て

し
や
す
い
、安
心
安
全
な
地

域
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
努

力
し
た
い
。地
域
に
よ
っ
て

は
若
い
人
が
行
動
し
て
変
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
て
お
ら

ず
、こ
う
い
っ
た
参
加
型
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
積

極
的
に
計
画
し
て
ほ
し
い
。

●
健
常
児
・
医
療
ケ
ア
児
と

も
に
未
就
園
の
子
を
持
つ
親

御
さ
ん
が
体
を
休
め
ら
れ
る

よ
う
な
、気
軽
に
預
け
ら
れ

る
場
所
が
ほ
し
い
。

●
第
２
子
以
降
の
保
育
料

の
無
償
化
を
望
む
。

●
お
む
つ
・
お
し
り
ふ
き
の

定
期
便
、欲
を
言
え
ば
２
歳

ま
で
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。

●
大
宮
図
書
室
が
狭
す
ぎ

る
。書
籍
の
充
実
も
含
め
て

求
め
た
い
。図
書
館
の
再
編

の
議
論
が
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
に
図
書
館
は
必
要
だ
。
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◆市民と議会の懇談会

市民と議会の懇談会で出された意見や要望について、市民と議会の懇談会で出された意見や要望について、
所管事務調査の結果所管事務調査の結果

総務常任委員会
〇消防団の課題について

・団員の負担軽減と確保は
　団員確保について、令和３年度に意識調査をし、集
約を令和４年に公表した。団員全体に浸透するよう再
度周知を図っていく。負担軽減については特に操法、
式典の軽減の意見を聞いている。操法の出動にも工夫
を加え、選出方法についても立候補制や輪番制など、
各方面隊に任せて負担軽減してきた。
　ポンプ操法について、基礎であるため引き続き行う
が、競技に特化した訓練ではなく、実用の訓練として
実施している。式典の参加者については、令和５年度
からは出初式でも受賞者のみ出席するよう方針も変
えている。また、年末警戒も３日のところを２日にし、時間も短縮して負担軽減を図っている。
　処遇改善について、団員の報酬一律アップも設定し、出動報酬においても回数制限を撤廃して改善
を図るなど、団員確保に向けた取り組みを行っている。

・分団や部の合併など見直しが急務だが
　地区によって人口の多少がある。地区によっては昼間の団員がいないところもある。部や分団が最
小限の単位で消防力を確保している。部や分団の合併もあり得るが、車庫や車両のこともあり、地区
の理解も必要で一足とびには行かない。

・消防団協力事業所との連携や強化、そして事業所としてのメリットは
　現在20の事業所で消防団協力事業所の認定をしている。そのメリット感をさらに出すため、法人税
の減免措置など府へ要望している。
　また、他市町では消火器の事業所配布も聞いており、検討している段階である。

・指導員は遠方に何度も行くことが多い。何らかの手当は
　指導員の訓練は峰山、大宮、久美浜などで実施しているが、偏らないようにしている。訓練回数が多
いという声を聞くので、検討していきたい。手当ではないが団への活動費もあるので、その中で賄え
ているものと考えている。

・消防車両の機能について、普段使用　
　しない装備もあるが
　発電機やエンジンカッターなどのことと想定して
いる。東日本大震災後、平成25年に救助用資機材を積
載することとする法律改正があり、府の補助金を使っ
て整備した。国の整備なので外せないという見解であ
る。

出初式

多機能消防車両
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◆意見書・賛否一覧

　《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除》谷津伸幸議員は議長職のため表決権はありません。

賛否の分かれた案件を記載しています。

◇◆◇　意見書　◇◆◇

会　派　名 議
案
の
可
否

丹政会 新政会 日本 
共産党 創明

政
友
会

無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

 
 中

野
　
勝
友

池
田
　
惠
一

東
田
　
真
希

平
井
　
邦
生

和
田
　
　
晋

櫻
井
　
祐
策

川
戸
　
一
生

多
賀
野
一
彦

田
中
　
邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

永
井
　
友
昭

浜
岡
大
二
郎

水
野
　
孝
典

和
田
　
正
幸

金
田
　
琮
仁

冨
田
　
恵
輔

鳴
海
　
公
軌

松
本
　
聖
司

令和５年度京丹後市病院事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
令和６年度京丹後市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 欠 ○ ○ 退 ○ ○ ○
令和６年度京丹後市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○
みなと悠悠に関する請願書 不採択 × × × × × × × × × × × ○ 欠 × × 退 × × ×
給食費の無償化を求める陳情 不採択 × × × × ○ × × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × × × × ×

案　件

議　員　名

　本来、政治活動は国民の監視と批判の下で行わ
れるべきであり、政治資金規正法は、「政治活動の
公明と公正を確保し、もって民主政治の健全な発達
に寄与すること」を目的とした重要な法律である。
　しかし、近年、政治資金パーティーにおける収入
の一部が政治資金収支報告書への不記載等、政治
資金規正法違反の疑いが指摘される事件が相次い
で発覚し、強制捜査が行われる事態にまで進展して
いる。これらの問題行為は、物価高騰など、多くの

課題に直面する国民生活への配慮を欠いた行為であ
るだけでなく、政治資金規正法の趣旨から逸脱した
ものであり、制度の信頼性を大きく損ねるものである。
　ついては、政治資金規正法の目的・基本理念に
立ち返り、国民の疑念を払拭し、民主政治の健全な
発達に寄与することができるよう、政治資金規正法
に基づく制度の厳格化と透明化に向けた改正や運用
の改善に向けた議論が進められるよう強く求める。

　2021年5月17日、最高裁判所は建設業従事者のアスベ
スト被害について、国の責任と大手アスベスト建材製造企
業10社の賠償を認める判決を言い渡した。
　同判決等を踏まえ、特定石綿被害建設業務労働者等に対
する給付金等の支給に関する法律（建設アスベスト給付
金法）が成立、2022年１月から国の拠出による建設アス
ベスト被害者に対する給付金制度が開始された。
　しかし、給付金支給対象者は限定されており、アスベス
ト建材製造機業による補償のあり方も定められていない。
　また、大気汚染防止法等のアスベスト関連法の改正によ
り規制が強化され、2022年４月から一定規模以上の工事
は事前調査結果の報告が必須となり、2023年10月からは
有資格者による事前調査が義務付けられた。
　しかし、このように規制を強化しても、それを逃れるた
めに違法行為が行われると、国人や建設業従事者の健康被
害も心配されることから、アスベストに関する監視・指導
体制の強化についても、併せて求められているところであ
る。
　ついては、国においては、次のとおり対策を求める。
１ アスベストによる健康被害者の治癒や進行抑制に効果　　

　のある治療法の研究・開発を促進し、そのための安定的　
　な予算を確保すること。
２ 建設アスベスト給付金法附則第２条に基づき、アスベ　
　スト建材製造機業による補償も含め、被害者の救済制度
　の充実を図ること。
３ アスベストに関する被害者の治癒を最優先し、隙間な
　い救済を図るため、被害者等の実態を把握し、適切に給
　付金制度の見直しを図ること。
４ 大気汚染防止法による建物解体などにおける飛散防止
　対策について、地方公共団体が監視体制及び適正処理等
　の指導体制を強化するための財政支援を行うこと。
５ 「住宅・建築物安全ストック形成事業（住宅・建築物ア
　スベスト改修事業）」について、レベル１建材のみなら
　ず、レベル２・レベル３建材も対象にするなど、建築物の
　所有者等に対する調査・除去費用の補助制度を拡充する　
　こと。
６ アスベスト被害を国全体の課題と捉え、国民や事業者
　に対し、アスベストによる健康被害、アスベスト関連法
　の改正の周知徹底を図ることに加え、飛散防止対策の実
　施状況調査を強化すること。

政治資金の透明性と公正性を高め、国民の信頼回復を求める意見書

建設アスベスト被害者の救済とアスベスト対策の拡充を求める意見書

以下の 2 件の意見書を国へ提出しました。

◇◆◇　賛否一覧　◇◆◇
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◆請願・陳情・政務活動費

◇◆◇　政務活動費　◇◆◇
令和5年度の政務活動費については、下半期の活動を終了し、下記のとおりの実績となりました。

会　　　派
無会派議員 下半期（10 ～ 3 月）政務活動概要 下半期分

交付確定額
令和 5 年度

年間交付実績

丹政会

・10 月 17 日～ 18 日　研修活動
　東京都「第 28 回清渓セミナー」
・11 月 20 日　要請・陳情活動
　大阪府「山陰近畿自動車道等整備促進要望」
・1 月 22 日～ 23 日　要望・陳情活動
　東京都「山陰近畿自動車道等整備促進要望」

322,862 円 322,862 円

新政会
・11 月 20 日　要請・陳情活動
　大阪府「山陰近畿自動車道等整備促進要望」
・1 月 22 日～ 23 日　要望・陳情活動
　東京都「山陰近畿自動車道等整備促進要望」

78,922 円 78,922 円

政友会

・11 月 6 日～ 8 日　調査研究活動
　伊那市「特色ある教育活動の具体的内容とその背景」ほか
・11 月 20 日　要請・陳情活動
　大阪府「山陰近畿自動車道等整備促進要望」
・2 月 6 日～ 7 日　調査研究活動
　太宰府市「歴史文化を教育や観光政策に生かす取り組み」

204,907 円 296,847 円

創　明
・10 月 18 日～ 20 日　研修活動
　滋賀県「市町村議会議員研修」
・1 月 10 日～ 11 日　研修活動
　滋賀県「市町村議会議員研修」

32,520 円 52,180 円

冨田恵輔議員 ・11 月 20 日　要請・陳情活動
　大阪府「山陰近畿自動車道等整備促進要望」 4,721 円 4,721 円

鳴海公軌議員
・11 月 6 日～ 8 日　調査研究活動
　伊那市「特色ある教育活動の具体的内容とその背景」ほか
・11 月 13 日～ 15 日　調査研究活動
　大磯町「朝の子ども居場所づくり」　ほか

71,032 円 71,032 円

松本聖司議員

・11 月 14 日～ 15 日　調査研究活動
　大磯町「朝の子ども居場所づくり」　ほか
・11 月 20 日　要請・陳情活動
　大阪府「山陰近畿自動車道等整備促進要望」
・1 月 22 日～ 23 日　要望・陳情活動
　東京都「山陰近畿自動車道等整備促進要望」

84,359 円 84,359 円

谷津伸幸議長

・10 月 17 日～ 18 日　研修活動
　東京都「第 28 回清渓セミナー」
・10 月 23 日～ 24 日　研修活動
　滋賀県「市町村議会議員研修」
・1 月 10 日～ 11 日　研修活動
　滋賀県「市町村議会議員研修」

66,600 円 66,600 円

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料につきましては、市議　
　会ホームページ（http://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）および、市議会事務局で閲覧いただくことができます。

◇◆◇請　願◇◆◇ ◇◆◇陳　情◇◆◇
請願名 請願者 結果

みなと悠悠に関す
る請願書

西途　顕太郎
有田　光亨 不採択

建設アスベスト被
害の全面解決へ向
けた意見書の提出
に関する請願書

全京都建築労働組合
奥丹後支部
支部長　田中　良和

採　択

陳情名 陳情者 結果

給食費の無償化を求める
陳情

よりよい学校給食を
考える会
代表　田中　雅代

不採択
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◆市民の声・あとがき
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市民市民のの市民市民のの

声

◎
広
報
編
集
委
員
会

委

員
〃

委
員
長

委

員
〃

副
委
員
長

委

員
〃

平
林
智
江
美

和

田
　

晋

水
野
　
孝
典

多
賀
野
一
彦

永
井
　
友
昭

冨
田
　
恵
輔

川
戸
　
一
生

池
田
　
惠
一

あ

が

と

き

　

こ
の
号
は
、
市
制
施
行
後
、
第
５
期
の
京
丹
後
市
議
会

最
終
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が

皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
第
６
期
の
新
し
い

議
会
議
員
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
20
名
の
新

た
な
議
員
各
位
に
は
、
京
丹
後
市
の
未
来
に
向
け
た
発
展

の
た
め
、
ご
精
励
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
第
６
期
以
降
、
各
常
任
委
員
会
の
活

動
を
さ
ら
に
主
体
的
、
能
動
的
な
も
の
と
し
、
政
策
提
言

や
立
案
を
行
い
、
二
元
代
表
制
を
担
う
一
翼
と
し
て
の
務

め
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
引
き
続
き
、
市
民
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、
議
会

活
動
に
対
す
る
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
議
会

だ
よ
り
に
つ
い
て
も
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
元
旦
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
、
心
か
ら
の
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧

復
興
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
号
も
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

久
美
浜
町
で
主
に
お
米

作
り
を
し
て
い
る
山
岡
怜

亜(

19)

で
す
。現
在
は
自

分
の
祖
父
が
立
ち
上
げ
た

久
美
浜
観
光
園
で
働
い
て

い
ま
す
。

　

小
学
1
年
生
か
ら
野
球

を
始
め
、高
校
で
は
幼
い
頃

か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
甲
子

園
出
場
を
目
指
し
、地
元

京
丹
後
市
を
離
れ
鳥
取
県

の
鳥
取
城
北
高
校
へ
進
学

し
ま
し
た
。小
さ
い
頃
か
ら

頭
に
は
野
球
し
か
な
く
正

直
高
校
に
進
学
す
る
前
は

農
業
を
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
は
一つ
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。し
か
し
高
校
へ
進

学
し
、寮
生
活
を
す
る
事
で

こ
れ
ま
で
感
じ
て
い
な
か
っ

た
両
親
や
周
り
の
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
大
き

く
な
り
、少
し
で
も
両
親

に
恩
返
し
を
し
た
い
。生
ま

れ
育
っ
た
京
丹
後
市
へ
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
り
農
業
を
始
め
よ

う
と
決
心
し
ま
し
た
。し

か
し
、周
り
の
友
達
か
ら

は
「
農
業
っ
て
お
年
寄
り

が
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
？
」

「
あ
ん
な
汚
く
て
ダ
サ
い

農
業
ほ
ん
ま
に
や
る
ん
？
」

な
ど
批
判
さ
れ
て
い
ま
し

た
。当
時
の
自
分
も
両
親

に
恩
返
し
を
し
た
い
。京
丹

後
市
へ
貢
献
し
た
い
。と
思

う
反
面
農
業
を
す
る
こ
と

が
恥
ず
か
し
い
と
思
う
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、農
業
を
や
っ

て
い
く
中
で
農
業
の
素
晴

ら
し
さ
、楽
し
さ
を
日
々

実
感
す
る
毎
日
で
す
。今

現
在
農
家
は
年
々
減
っ
て

い
っ
て
い
る
現
状
で
す
。こ

れ
ま
で
長
年
農
業
を
や
ら

れ
て
い
た
方
も
年
を
老
い

て
し
ま
い
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
こ
の

ま
ま
だ
と
ど
ん
ど
ん
農
家

は
減
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。農
家
が
減
っ
て
い
く
理

由
は
農
業
の
悪
い
イ
メ
ー

ジ
「
き
つ
い 

汚
い 

か
っ
こ

悪
い
」。こ
う
い
っ
た
悪
い
印

象
を
持
た
れ
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
農

業
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
た
い
、多
く
の
人
に
農
業

の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、今
は
自
分

で
作
っ
た
歌
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
て
い
ま
す
。自
分
の

よ
う
な
若
い
世
代
が
発
信

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、若
い

人
で
も
農
業
を
や
っ
て
い

る
ん
だ
。農
業
っ
て
お
年
寄

り
だ
け
が
す
る
ん
じ
ゃ
な

い
ん
だ
。農
業
っ
て
か
っ
こ

い
い
な
。と
農
業
の
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
農
業
だ

け
で
な
く
こ
の
魅
力
溢
れ

る
こ
の
京
丹
後
市
を
全
国

誰
も
が
知
る
街
に
し
た
い

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

京
丹
後
市
の
良
さ
は
自

然
、美
味
し
い
食
べ
物
は
も

ち
ろ
ん
、何
よ
り
も
人
の

良
さ
が
1
番
で
す
。ど
ん
な

こ
と
を
す
る
に
し
て
も
協

力
し
て
く
れ
る
人
ば
か
り

で
す
。こ
れ
か
ら
先
1
番
大

切
な
こ
と
は
…
協
力
だ
と

思
い
ま
す
。ど
れ
だ
け
1
人

で
頑
張
っ
た
と
し
て
も
限

界
が
あ
る
。し
か
し
多
く
の

人
と
協
力
す
る
こ
と
で
1

人
で
は
出
来
な
か
っ
た
こ

と
も
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。多
く
の
方
と
協

力
し
、共
に
こ
の
京
丹
後
市

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
！
経
験
も
知
識
も
な

い
19
歳
で
す
が
ど
う
ぞ
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

久
美
浜
町
　
山や

ま
お
か岡

　
怜れ

い
あ亜 

全
国
誰
も
が
知
る
京
丹
後
市
へ


